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【手続補正書】
【提出日】平成26年2月10日(2014.2.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ビルダー組成物であって、
Ａ）ａ１）メチルグリシン－Ｎ－Ｎ－二酢酸（ＭＧＤＡ）及び／又はそれらのアルカリ塩
、並びに／又は
　　ａ２）Ｎ，Ｎ－ビス（カルボキシメチル）－Ｌ－グルタメート（ＧＬＤＡ）及び／又
はそれらのアルカリ塩、並びに／又は
　　ａ３）エチレンジアミン四酢酸（ＥＤＴＡ）及び／又はそれらのアルカリ塩
　を含むキレート成分、
Ｂ）ｂ１）金属ケイ酸塩、及び／又は
　　ｂ２）金属炭酸塩、及び／又は
　　ｂ３）金属クエン酸
　を含むビルダー成分、
Ｃ）ｃ１）アクリル酸－マレイン酸コポリマー、及び／又は
　　ｃ２）ポリアクリル酸（ＰＡＡ）
　を含むポリマー成分、並びに
Ｄ）場合により、アルカリ成分、及び
Ｅ）場合により、リン含有成分
を含むビルダー組成物であり、その際、以下の条件Ｐ及びＺの少なくとも１つ
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【数１】

及び／又は
【数２】

が適正であり、ここで、
ｉｘ）０＜Ｐ≦３．５
ｘ）０＜Ｚ≦３．５
ｘｉ）ａ１、ａ２及びａ３の少なくとも１つは、０より大きく１．０未満であり、
ｘｉｉ）ｂ１、ｂ２及びｂ３の少なくとも１つは、０より大きく１．０未満であり、
ｘｉｉｉ）ｃ１及びｃ２の少なくとも１つは、０より大きく１．０未満であり、
ｘｉｖ）Ｄは、０から１．０未満の範囲であり、
ｘｖ）Ｅは、０から１．０未満の範囲であり、
ｘｖｉ）ａ１＋ａ２＋ａ３＋ｂ１＋ｂ２＋ｂ３＋ｃ１＋ｃ２＋Ｄ＋Ｅ＝１．０、
Ｐは、セラミック基材上でのビルダー組成物のタンパク質除去の性能であり、Ｚは、セラ
ミック基材上でのビルダー組成物の炭水化物除去の性能であり、ａ１は、キレート成分ａ
１）の質量分率であり、ａ２は、キレート成分ａ２）の質量分率であり、ａ３は、キレー
ト成分ａ３）の質量分率であり、ｂ１は、金属ケイ酸塩ｂ１）の質量分率であり、ｂ２は
、金属炭酸塩ｂ２）の質量分率であり、ｂ３は、金属クエン酸塩ｂ３）の質量分率であり
、ｃ１は、アクリル酸－マレイン酸コポリマーｃ１）の質量分率であり、ｃ２は、ＰＡＡ
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ｃ２）の質量分率であり、Ｄは、任意のアルカリ成分Ｄ）の質量分率であり、Ｅは、任意
のリン含有成分Ｅ）の質量分率であり、
質量分率は、ビルダー組成物中に存在するキレート成分Ａ）、ビルダー成分Ｂ）、ポリマ
ー成分Ｃ）、並びに場合によりアルカリ成分Ｄ）及びリン含有成分Ｅ）の合計量に基づく
、ビルダー組成物。
【請求項２】
　次の条件Ｆ
【数３】

も適正であり、ここでＦは、セラミック基材上のビルダー組成物の膜形成を低減する性能
であり、かつ０＜Ｆ≦３．５である、請求項１に記載のビルダー組成物。
【請求項３】
　前記キレート成分Ａ）が、Ｎａ3・ＭＧＤＡを含み、かつ前記キレート成分Ａ）が水性
であり、前記Ｎａ3・ＭＧＤＡが、キレート成分Ａ）１００質量部に対して約３５～約４
５質量部の量で存在する、請求項１又は２に記載のビルダー組成物。
【請求項４】
　前記ビルダー組成物Ｂ）が、ｂ１）金属ケイ酸塩、ｂ２）金属炭酸塩及びｂ３）金属ク
エン酸塩を含む、請求項１から３までのいずれか１項に記載のビルダー組成物。
【請求項５】
　前記Ａ）キレート成分が、ａ１）ＭＧＤＡを含み、かつビルダー組成物１００質量部に
対して５～１０質量部の量で存在し、Ｂ）ビルダー成分が、ビルダー組成物１００質量部
に対して１５～２５質量部の量で存在し、かつＣ）ポリマー成分が、ｃ１）アクリル酸－
マレイン酸コポリマーを含み、かつビルダー組成物１００質量部に対して３０～３５質量
部の量で存在し、かつビルダー組成物は、さらに、ビルダー組成物１００質量部に対して
４０～４５質量部の量で存在するＤ）アルカリ成分を含む、請求項１から４までのいずれ
か１項に記載のビルダー組成物。
【請求項６】
　ビルダー組成物であって、
Ａ）ａ１）メチルグリシン－Ｎ－Ｎ－二酢酸（ＭＧＤＡ）及び／又はそれらのアルカリ塩
、並びに／又は
　　ａ２）Ｎ，Ｎ－ビス（カルボキシメチル）－Ｌ－グルタメート（ＧＬＤＡ）及び／又
はそれらのアルカリ塩、並びに／又は
　　ａ３）エチレンジアミン四酢酸（ＥＤＴＡ）及び／又はそれらのアルカリ塩
　を含むキレート成分、
Ｂ）ｂ１）金属ケイ酸塩、及び／又は
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　　ｂ２）金属炭酸塩、及び／又は
　　ｂ３）金属クエン酸
　を含むビルダー成分、
Ｃ）ｃ１）アクリル酸－マレイン酸コポリマー、及び／又は
　　ｃ２）ポリアクリル酸（ＰＡＡ）
　を含むポリマー成分、並びに
Ｄ）場合により、アルカリ成分、及び
Ｅ）場合により、リン含有成分
を含むビルダー組成物であり、その際、水中での百万分率でＣａＣＯ3としてＣａ2+の硬
度（Ｈ）を有し、華氏度での温度（Ｔ）を有する水を使用する、以下の条件Ｓの少なくと
も１つ
【数４】

が適正であり、ここで、
ｖｉｉｉ）１８０≦Ｓ
ｉｘ）ａ１、ａ２及びａ３の少なくとも１つは、０より大きく１．０未満であり、
ｘ）ｂ１、ｂ２及びｂ３の少なくとも１つは、０より大きく１．０未満であり、
ｘｉ）ｃ１及びｃ２の少なくとも１つは、０より大きく１．０未満であり、
ｘｉｉ）Ｄは、０から１．０未満の範囲であり、
ｘｉｉｉ）Ｅは、０から１．０未満の範囲であり、
ｘｉｖ）ａ１＋ａ２＋ａ３＋ｂ１＋ｂ２＋ｂ３＋ｃ１＋ｃ２＋Ｄ＋Ｅ＝１．０、
Ｓは、織物上でのビルダー組成物のシミ除去の性能であり、ａ１は、キレート成分ａ１）
の質量分率であり、ａ２は、キレート成分ａ２）の質量分率であり、ａ３は、キレート成
分ａ３）の質量分率であり、ｂ１は、金属ケイ酸塩ｂ１）の質量分率であり、ｂ２は、金
属炭酸塩ｂ２）の質量分率であり、ｂ３は、金属クエン酸塩ｂ３）の質量分率であり、ｃ
１は、アクリル酸－マレイン酸コポリマーｃ１）の質量分率であり、ｃ２は、ＰＡＡ ｃ
２）の質量分率であり、Ｄは、任意のアルカリ成分Ｄ）の質量分率であり、Ｅは、任意の
リン含有成分Ｅ）の質量分率であり、
質量分率は、ビルダー組成物中に存在するキレート成分Ａ）、ビルダー成分Ｂ）、ポリマ
ー成分Ｃ）、並びに場合によりアルカリ成分Ｄ）及びリン含有成分Ｅ）の合計量に基づく
、ビルダー組成物。
【請求項７】
　前記Ａ）キレート成分が、ａ１）ＭＧＤＡを含み、かつビルダー組成物１００質量部に
対して１０～１５質量部の量で存在し、Ｂ）ビルダー成分が、ビルダー組成物１００質量
部に対して３０～３５質量部の量で存在し、かつＣ）ポリマー成分が、ｃ１）アクリル酸
－マレイン酸コポリマーを含み、かつビルダー組成物１００質量部に対して５０～６０質
量部の量で存在する、請求項６に記載のビルダー組成物。
【請求項８】
　ビルダー組成物であって、
Ａ）ａ１）メチルグリシン－Ｎ－Ｎ－二酢酸（ＭＧＤＡ）及び／又はそれらのアルカリ塩
、並びに／又は



(5) JP 2013-518984 A5 2014.4.3

　　ａ２）Ｎ，Ｎ－ビス（カルボキシメチル）－Ｌ－グルタメート（ＧＬＤＡ）及び／又
はそれらのアルカリ塩、並びに／又は
　　ａ３）エチレンジアミン四酢酸（ＥＤＴＡ）及び／又はそれらのアルカリ塩
　を含むキレート成分、
Ｂ）ｂ１）金属ケイ酸塩、及び／又は
　　ｂ２）金属炭酸塩、及び／又は
　　ｂ３）金属クエン酸
　を含むビルダー成分、
Ｃ）ｃ１）アクリル酸－マレイン酸コポリマー、及び／又は
　　ｃ２）ポリアクリル酸（ＰＡＡ）
　を含むポリマー成分、並びに
Ｄ）場合により、アルカリ成分、及び
Ｅ）場合により、リン含有成分
を含むビルダー組成物であり、その際、以下の条件Ｘ

【数５】

が適正であり、ここで、
ｖｉｉｉ）６５≦Ｘ
ｉｘ）ａ１、ａ２及びａ３の少なくとも１つは、０より大きく１．０未満であり、
ｘ）ｂ１、ｂ２及びｂ３の少なくとも１つは、０より大きく１．０未満であり、
ｘｉ）１つのｃ１及びｃ２の少なくとも１つは、０より大きく１．０未満であり、
ｘｉｉ）Ｄは、０から１．０未満の範囲であり、
ｘｉｉｉ）Ｅは、０から１．０未満の範囲であり、
ｘｉｖ）ａ１＋ａ２＋ａ３＋ｂ１＋ｂ２＋ｂ３＋ｃ１＋ｃ２＋Ｄ＋Ｅ＝１．０、
Ｘは、Ｆｅｄｅｒａｌ Ｓｔａｎｄａｒｄ Ｔｅｓｔ Ｍｅｔｈｏｄ ＃５３６に従ったビニ
ルタイル上でのビルダー組成物の油／酸化鉄のシミ除去の性能であり、ａ１は、キレート
成分ａ１）の質量分率であり、ａ２は、キレート成分ａ２）の質量分率であり、ａ３は、
キレート成分ａ３）の質量分率であり、ｂ１は、金属ケイ酸塩ｂ１）の質量分率であり、
ｂ２は、金属炭酸塩ｂ２）の質量分率であり、ｂ３は、金属クエン酸塩ｂ３）の質量分率
であり、ｃ１は、アクリル酸－マレイン酸コポリマーｃ１）の質量分率であり、ｃ２は、
ＰＡＡ ｃ２）の質量分率であり、Ｄは、任意のアルカリ成分Ｄ）の質量分率であり、Ｅ
は、任意のリン含有成分Ｅ）の質量分率であり、
質量分率は、ビルダー組成物中に存在するキレート成分Ａ）、ビルダー成分Ｂ）、ポリマ
ー成分Ｃ）、並びに場合によりアルカリ成分Ｄ）及びリン含有成分Ｅ）の合計量に基づく
、ビルダー組成物。
【請求項９】
　前記Ａ）キレート成分が、ａ１）ＭＧＤＡを含み、かつビルダー組成物１００質量部に
対して５～２０質量部の量で存在し、Ｂ）ビルダー成分が、ビルダー組成物１００質量部
に対して３０～６０質量部の量で存在し、かつＣ）ポリマー成分が、ｃ１）アクリル酸－
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マレイン酸コポリマーを含み、かつビルダー組成物１００質量部に対して１５～５５質量
部の量で存在し、かつビルダー組成物は、さらに、ビルダー組成物１００質量部に対して
１～４５質量部の量で存在するＤ）アルカリ成分を含む、請求項８に記載のビルダー組成
物。
【請求項１０】
　前記ビルダー組成物１００質量部毎に、リン含有成分Ｅ）の２質量部未満を含み、又は
前記リン含有成分Ｅ）を有さない、請求項１から９までのいずれか１項に記載のビルダー
組成物。
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